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三
原
市
大
和
町
の
大
和
町
桃
生
産

出
荷
組
合
は
７
月
中
旬
か
ら
８
月
、

特
産
の
桃
を
出
荷
し
ま
し
た
。
長
雨

の
影
響
で
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
上
々
な
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
全
農
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
な
ど
で

販
売
し
ま
し
た
。

　
同
出
荷
組
合
は
、「
白
鳳
」「
あ
か

つ
き
」
な
ど
30
種
類
以
上
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
同
町
津
久
地
区
は
、
１

９
５
７
年
に
桃
の
栽
培
を
開
始
。
標

高
４
０
０
ⅿ
の
な
だ
ら
か
な
台
地
で

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、
実

の
締
ま
り
と
味
、
日
持
ち
が
良
い
と

評
判
で
す
。

　

部
谷
裕
幸
さ
ん
は
「
努
力
し
て

作
っ
た
桃
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
自
信
を
見
せ
ま
し

た
。

　
福
富
町
で
原
田
農
園
を
経
営
す
る

原
田
賢
志
さ
ん
は
７
月
19
日
、
三
原

市
大
和
町
の
大
和
認
定
こ
ど
も
園
の

79
人
に
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
１
４
０
本

を
贈
り
ま
し
た
。

　
食
育
を
通
し
て
、
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
。
園
児
は

皮
む
き
を
体
験
し
、
原
田
さ
ん
と

Ｊ
Ａ
大
和
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
職
員

に
教
わ
り
な
が
ら
皮
や
ひ
げ
を
む
い

て
試
食
し
ま
し
た
。
原
田
さ
ん
は
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
「
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト

Ｓ
Ｐ
」
を
45
ａ
で
１
万
５
０
０
０
本

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
原
田
さ
ん
は
「
体
験
を
き
っ
か
け

に
、
家
庭
で
も
野
菜
を
作
っ
て
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
広
島
中
央
地
域
野
菜
振
興
協
議
会

は
７
月
25
日
、
東
広
島
市
で
第
20
回

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
34

人
が
参
加
。
２
０
２
３
年
度
の
活
動

計
画
や
収
支
予
算
な
ど
を
決
め
、
産

地
の
活
性
化
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

　
本
年
度
は
、
現
地
研
修
会
や
部
会

ご
と
の
生
産
者
大
会
を
開
く
な
ど
活

動
を
活
発
に
し
、
技
術
を
平
準
化
す

る
こ
と
で
安
定
生
産
に
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
や
行
政
と
連
携
し
、

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

　
河
内
清
人
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
が
広
域

合
併
し
、
生
産
者
の
仲
間
が
増
え

た
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
優
位
販
売
を
目
指
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
黒
瀬
支
店
ふ
れ
あ
い
委
員
会

と
黒
瀬
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
は
７
月
29

日
、
産
直
市
「
と
な
り
の
農
家
」
黒

瀬
店
で
ス
イ
カ
祭
り
を
開
き
ま
し

た
。
地
元
で
生
産
す
る
「
黒
瀬
ス
イ

カ
」
を
生
産
者
が
対
面
で
試
食
販
売

し
、
用
意
し
た
５
０
０
玉
が
３
時
間

で
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
黒
瀬
町
は
、
戦
時
中
か
ら
戦
後
に

か
け
て
ス
イ
カ
の
産
地
で
し
た
。
Ｊ

Ａ
黒
瀬
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、「
黒

瀬
ス
イ
カ
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
生

産
者
に
呼
び
掛
け
、
12
年
前
か
ら
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は

10
人
が「
虎
太
郎
」「
味
キ
ラ
ラ
」「
紅

こ
だ
ま
」「
ピ
ノ
ガ
ー
ル
」の
４
品
種

を
約
１
０
０
０
本
栽
培
し
ま
し
た
。

▲�桃の品質を一つ一つチェックして
化粧箱に詰めるＪＡ職員

▲あいさつをする河内会長

▲�スイカをPRする生産者（右）

自
信
の
桃
出
荷

　
大
和
町
桃
生
産
出
荷
組
合

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
皮
む
き

　
大
和
認
定
こ
ど
も
園

産
地
活
性
化
へ

野
菜
振
興
協
議
会
総
会

黒
瀬
ス
イ
カ
好
評

と
な
り
の
農
家
黒
瀬
店
で
祭
り

▲原田さんに教わりながらスイートコーンの皮をむく園児
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登
熟
期
～
収
穫
期
の
管
理

◆
登
熟
期

　
稲
は
出
穂
後
、
登
熟
期
を
迎
え
ま
す
。

登
熟
と
は
穀
物
の
種
子
が
次
第
に
発
育
・

肥
大
す
る
こ
と
を
言
い
、
稲
穂
が
出
て
、

開
花
・
受
粉
す
る
と
登
熟
を
開
始
し
ま

す
。
水
稲
の
根
は
出
穂
期
に
最
も
多
く
な

り
、
登
熟
期
は
徐
々
に
活
力
の
あ
る
根
が

減
少
し
て
い
き
ま
す
。

◆
水
管
理

　
こ
れ
ま
で
は
、
間
断
灌
水
や
中
干
し
に

よ
り
根
の
活
力
を
上
げ
る
管
理
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
収
穫
ま
で

根
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
は
、
玄
米
肥
大

期
を
迎
え
る
た
め
、
水
管
理
を
徹
底
し
て

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　
稲
は
出
穂
後
25
～
30
日
頃
ま
で
籾
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
多
く
の
水
分
が
必
要
で

す
。
田
ん
ぼ
の
乾
か
し
過
ぎ
は
品
質
低
下

に
つ
な
が
る
の
で
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
水
を
溜
め

続
け
る
と
今
度
は
、
根
が
酸
欠
状
態
に
な

り
ま
す
。
根
の
伸
長
は
、
出
穂
期
頃
ま

で
に
終
わ
り
、
老
化
が
進
む
時
期
と
な

り
ま
す
。
根
を
健
全
に
保
つ
た
め
間
断

灌
漑
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
落
水

　
落
水
の
目
的
は
、
土
を
乾
か
し
、
コ
ン

バ
イ
ン
作
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
落
水
す
る
時
期
は
出
穂
後
約
30
～

35
日
、
稲
刈
り
の
約
10
日
前
を
目
安
に
行

な
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
候
や
田
ん
ぼ
の

土
壌
条
件
（
湿
田
、
乾
田
）
な
ど
も
影
響

す
る
た
め
圃
場
条
件
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
む
や
み
に
早
く
落
水
を
し
過
ぎ
る
と
、

籾
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
未
熟
米
（
ヤ
セ

米
）、
く
ず
米
、
胴
割
米
が
増
加
し
ま
す
。

早
め
の
落
水
に
よ
り
田
ん
ぼ
が
乾
き
す
ぎ

た
場
合
は
１
～
２
回
に
分
け
て
入
水
す
る

走
り
水
を
し
て
土
壌
水
分
を
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

◆
刈
り
取
り
適
期

　
刈
り
取
り
時
期
は
、
天
候
や
品
種
、
生

育
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
実
際
に

は
籾
の
熟
れ
具
合
を
見
て
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

　
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
収
穫
は
、
穂
全
体
の

青
籾
率
が
５
～
10
％
に
な
っ
た
時
期
が
刈

り
取
り
目
安
で
す
。

◆
乾
燥
調
製
の
ポ
イ
ン
ト

①
生
籾
の
変
質
防
止　

　

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
籾
は
変
質
し
や
す

く
、
籾
水
分
や
気
温
が
高
い
と
さ
ら
に
変

質
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
刈
り
取
り
後

は
、
４
時
間
以
内
に
通
風
乾
燥
し
ま
す
。

②
乾
燥
温
度
と
仕
上
げ
水
分

　
高
速
で
の
継
続
乾
燥
は
胴
割
れ
が
発
生

し
や
す
く
な
り
、
品
質
や
食
味
を
低
下
さ

せ
る
原
因
と
な
る
の
で
毎
時
乾
燥
減
率

０・
８
％
以
下
で
乾
燥
し
ま
す
。
乾
燥
機

に
張
り
込
み
後
２
時
間
程
度
は
通
風
乾
燥

を
行
な
い
、
水
分
ム
ラ
を
で
き
る
限
り
解

消
し
て
か
ら
加
熱
乾
燥
す
る
と
よ
り
安
全

で
す
。適
正
な
玄
米
水
分
目
標
は
14・５
％

で
す
。

　
余
熱
に
よ
り
、
水
分
が
変
動
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
余
熱
が
な
く
な
る
ま
で
冷

ま
し
て
か
ら
再
度
水
分
測
定
し
、
適
正
水

分
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
台
風
対
策

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
で
、
台

風
の
性
質
も
大
型
化
し
た
り
、
進
路
が
不

規
則
に
な
る
な
ど
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
に
対
応
す
る
た
め
、
台

風
発
生
時
に
は
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
く
だ
さ
い
。

①
速
や
か
な
排
水
対
策

　
台
風
に
よ
る
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
排
水
路
等
に
雑
草
や
ゴ
ミ
な
ど
が
詰

ま
ら
な
い
よ
う
、
確
認
や
補
修
を
行
な
い
、

圃
場
内
か
ら
速
や
か
に
排
水
で
き
る
よ
う

対
策
し
て
く
だ
さ
い
。

②
水
分
蒸
散
の
抑
制
対
策

　
風
台
風
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
葉
か

ら
の
急
激
な
水
分
蒸
散
に
よ
り
葉
先
枯
等

の
障
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
風

台
風
の
場
合
は
蒸
散
を
防
ぐ
た
め
で
き
る

限
り
深
水
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除
対
策

　
中
生
品
種
等
収
穫
ま
で
日
数
が
あ
る
水

稲
に
つ
い
て
は
、
風
や
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

事
に
よ
る
病
害
虫
の
対
策
を
講
じ
て
く
だ

さ
い
。
特
に
出
穂
時
期
の
強
い
風
で
穂
が

傷
付
く
と
「
白
穂
」
や
「
内
穎
褐
変
病
」

等
が
発
生
し
、
収
穫
量
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、
出
穂
前
後
の
基
幹
防
除
と

併
せ
、
補
完
防
除
に
よ
り
対
策
し
て
く
だ

さ
い
。

④
速
や
か
な
収
穫
を

　
早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
通
年
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
の
収
穫
時
期
が
早
い
品
種
に
つ
い
て

は
、
登
熟
具
合
を
入
念
に
確
認
し
、
収
穫

が
可
能
な
圃
場
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

野
　菜

タ
マ
ネ
ギ
（
播
種
栽
培
）

◆
栽
培
品
種
の
選
定

　
タ
マ
ネ
ギ
は
、
一
年
を
通
し
て
消
費
す

る
最
も
身
近
な
野
菜
で
す
。
家
庭
菜
園
で

の
栽
培
、
経
営
栽
培
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
ご
自
身
の
目
的
に
応
じ
た
種
類
・
品

種
の
選
定
が
重
要
で
す
。

◆
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

●
播
種
・
育
苗

　
発
芽
最
適
温
度
は
20
℃
前
後
で
、
こ
の

温
度
内
で
あ
れ
ば
一
週
間
程
度
で
発
芽
し

ま
す
。
寒
さ
に
は
強
い
も
の
の
暑
さ
に
弱

い
た
め
、播
種
時
期
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

※�

当
地
の
最
適
播
種
時
期
：

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
20
日
以
降

　
こ
の
季
節
を
守
れ
な
い
場
合
、
品
質
の

良
い
タ
マ
ネ
ギ
生
産
は
望
め
ま
せ
ん
。
播

種
は
早
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
て
も
い
け
ま

せ
ん
。

　
１
㎡
当
り
堆
肥
を
５
㎏
、
よ
う
り
ん
20

ｇ
、
や
さ
い
有
機
１
８
９
を
１
０
０
ｇ
施

し
ま
す
。

　
播
種
方
法
は
条
播
き
が
お
勧
め
で
す
。

　
播
種
後
、
乾
燥
防
止
や
雨
で
た
た
か
れ

な
い
よ
う
に
籾
殻
や
切
り
わ
ら
な
ど
を
施

す
か
、
不
織
布
な
ど
の
ベ
タ
が
け
資
材
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
発
芽
が
揃
う
ま

で
は
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
灌
水
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
発
芽
後
は
本
葉
２
枚
を
目
安
に
順
次
間

引
き
を
行
な
い
、
苗
の
間
隔
を
10
ｍｍ
程
度

に
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
は
雑
草
対
策
と
根
に
酸
素
を
供

給
す
る
目
的
を
兼
ね
て
中
耕
し
、
倒
伏
軽

減
対
策
と
し
て
軽
く
土
寄
せ
を
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
生
育
を
揃
え
る
た
め
の
追
肥
を

行
な
い
ま
す
。

　
育
苗
期
間
は
、
播
種
か
ら
55
～
60
日
程

度
を
基
準
と
し
ま
す
が
、
育
苗
に
自
信
が

無
い
場
合
は
苗
を
購
入
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

●
本
圃
の
管
理

　
定
植
日
が
決
ま
っ
た
ら
、
圃
場
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
ょ
う
。

①
施
肥

　
定
植
の
２
週
間
前
に
、
１
㎡
当
り
完
熟

堆
肥
を
５
㎏
、
石
灰
資
材
を
１
０
０
ｇ
、

り
ん
酸
資
材
を
50
ｇ
お
よ
び
や
さ
い
有
機

１
８
９
を
１
２
０
ｇ
施
し
て
後
期
耕
う
ん

し
、
高
さ
15
㎝
、
幅
１
２
０
㎝
程
度
の
畝

を
作
り
ま
す
。

　
追
肥
回
数
の
削
減
や
雑
草
対
策
と
し
て

「
た
ま
ね
ぎ
マ
ル
チ
」
の
使
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

②
定
植

　
専
用
マ
ル
チ
を
施
す
場
合
は
間
隔
に
合

わ
せ
て
定
植
、
マ
ル
チ
を
使
用
し
な
い
場

合
は
株
間
10
～
15
㎝
・
条
間
20
㎝
を
目
安

に
定
植
し
ま
す
。

　
定
植
後
は
活
着
を
促
す
た
め
灌
水
し
、

乾
燥
防
止
、
霜
害
抑
制
の
た
め
籾
殻
等
を

施
し
ま
す
。

水
　稲
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【新住所】東広島市高屋町造賀6659－4
	 　  0120－162－315
　　　　　　　　 ※携帯電話からもOK
【ＴＥＬ】082－430－2300
【ＦＡＸ】082－436－1600

理想の苗

葉枚数3〜4枚

根が白く
よく伸びている

葉が垂直
伸
び
伸
び
し
た
感
じ

20
〜
25
㎝ （重さは4〜 5g）

直径5〜6㎜程度
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島
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央
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域
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部
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前
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こ
の
機
会
に
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非
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で
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せ
ん
か
？

広島中央地域本部広島中央地域本部
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来

たれ
！挑戦者

出品者
 募集！
令和５年

第
３
回お米コンテストin東広島
　東広島市やＪＡひろしまなどは、東広島市産の主食用米の食味向上、地産地消の推進及び
ブランド化を推進するため、お米の食味コンテストを開催します。

参加資格

出 品 料

東広島市に住居もしくは事業所を有す
る農業者、農業者団体、法人

応募期間

１出品につき2,000円とし、申込受付
後にご案内する振込先に入金してくだ
さい。（振込手数料は自己負担となります）

出 品 米
〇令和５年産 東広島市産米、単独品種とします。
〇品種登録されているもの、または品種登録出
願が受理されているものに限ります。
〇１経営体につき５点までの出品が可能です。
 　（複数出品の場合、栽培方法または品種が別
の米に限ります）

令和５年９月29日金まで

出品期間 令和５年10月２日（月）～10月27日（金）

応募点数 200点
申 込 先 ぶちうまいお米コンテストin東広島 事務局

提 出 物 申込された精米１㎏及び栽培履歴の提出を
お願いします。

提 出 先 JAひろしま広島中央地域本部
営農経済部営農販売課

（東広島市西条栄町８番29号 東広島市役所ブランド推進課内）
TEL：082-426-3093

　　　　　　（東広島市西条中央５丁目８-10）
TEL：082-423-5913　FAX：082-424-3933

新規就農者育成総合対策事業 をご紹介します
新規就農を検討されている方を対象とした国の支援策です。

・条件によっては申請できない場合があります。
・また、予算の範囲内において、計画の審査等により採択されます。
・要件を満たせば必ず採択されるものではありません。
・�農林水産省のホームページで詳細（主な交付対象者の条件、補助率・限度額、 その他）
ご確認いただき、園芸センターまでお問い合せください。

経営発展支援事業
　次世代を担う農業者となることを志向する方に、就農
直後の経営発展のために必要な機械・施設の導入等の取
り組みを支援する制度。
【主な交付対象者の条件】
・就農時45歳以下	 ・認定新規就農者
・独立自営就農	 ・その他
【補助率・限度額等】
・補助対象事業費　１,000万円を上限
・補助率　国1/2、県1/4　※その他条件あり

経営開始資金
　次世代を担う農業者となることを志向する方に、就農
直後の経営確立に資する経営開始資金を交付する制度。
【主な交付対象者の条件】
・就農時45歳以下	 ・認定新規就農者
・独立自営就農	 ・その他（農地取得など）
【補助率・限度額等】
・補助率　10/10 	 ・支援額　年間150万円
・交付期間　３年間

東広島市
園芸センターより

東広島市園芸センター
 � ℡ 082-433-4411

申込・問い合せ

葬祭会員募集キャンペーンのお知らせ　キャンペーン期間  令和５年９月30日（土）まで

　【お問い合せ】葬祭センター　　 　0120-927-490

　広島中央地域本部葬祭センターでは、葬祭会員募集
キャンペーンを実施中です。

キャンペーン期間中に入会の方には、直売所３店舗
（とれたて元気市となりの農家店・となりの農家高屋店・
となりの農家黒瀬店）で使える商品券１,000円分を
プレゼントいたします。

　入会金は真心コース２万円、安心コース１万円で、
月々の掛け金や年会費は不要です。会員になると、もし
もの際にお得な特典が多数あります。　
　まだ会員になられていない方は、この機会にぜひご入
会をご検討ください。
　詳しくは葬祭センターまでお問い合せください。　　

広島中央地域本部
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